
都市戦略局 Ｒ８Ｘ方針

北九州市が目指す都市像を実現するために、持続可能で魅力ある都市づくりを推進し、市民の
生活の質の向上を図る。まちづくりの課題の解決に向けて、長期的・全市的な視点で、政策を着
実に実行していく。
令和８年度は、現在策定中の小倉・黒崎地区におけるまちづくりの方向性を示す都市デザインを

たたき台に、官民一体となってプロジェクトをいかに動かしていくか議論を深め、具体のプロジェ
クトとして実装していく。また、将来にわたり公共交通を持続可能なものとするため、バスやタク
シー事業者が業界を超えて運転手確保や新たな移動サービスの実証を行う「北九州モデル」の第
二弾に取り組むなど、公共交通ネットワークの再構築を進める。

１ 組織の使命（どのような役割を担うのか）

２ 基本情報

３ 令和７年度局区X方針の振り返り

○全体の振り返り（総評）

・A領域の課題であるDXの推進については、長期優良住宅認定申請や建築確認申請のオンライン化を完
了し、建築確認申請のデータベース整備・システム構築についても、予定どおり取組を進めた。
・B領域及びC領域の課題については、いずれも単年度では解決できない課題であり、市民に具体的な効
果をもたらすまでに至ったものは少ないが、課題解決に向けて着実に取組を進めることができた。

○変革が実現した課題・取組内容・市民にもたらされた効果

・小倉・黒崎地区における市の目指すべき都市像を示す「都市デザイン（たたき台）」の取りまとめを進めた。
・交通事業者と連携して、喫緊の課題である運転手確保などを行う「北九州モデル」を開始。具体的には、
運転体験会や交流会などによる運転手募集、地域人材の活用によるおでかけ交通の運転手確保、おでか
け交通の利便性向上を図る予約システムの構築などに取り組み、運転手の採用、スマートフォンを活用し
た予約システムの構築などを実現した。

○取組・進捗が十分でなかった項目・内容（理由）・令和8年度に向けた考え

・「都市デザイン」のたたき台を公表し、官民一体となってプロジェクトをいかに動かしていくか議論を深め、
具体のプロジェクトとして実装していく。
・運転手確保に一定の成果が得られた一方、多様化する移動ニーズへの対応、さらには夜間における移動
手段の不足といった新たな課題も明らかになった。こうしたことを踏まえ、令和８年度からの「北九州モデ
ル」第二弾では、人材確保の裾野を一層広げるため募集エリアを市外に拡大していくほか、多様化する
ニーズに柔軟に対応できる仕組みとしてきめ細やかな運行が可能なAIオンデマンド交通の運行を行う。

（１）令和８年度局全体当初予算額

一般会計４６.６億円（うち一般財源27.5億円）、特別会計５.8億円

（２）組織（部名） （R８.4.1付）

総務政策部、計画部、指導部、都市再生推進部

（３）所管の政策連携団体

北九州高速鉄道株式会社

（４）所管の主な公共施設
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・天神島駐車場 ・勝山公園地下駐車場 ・黒崎駅西駐車場指定管理



都市戦略局 Ｘ方針 課題一覧

課題に対する取り組み課題名政策分野

（１）公共交通の再構築（リ・デザイン）（１）将来にわたる公共交通の維持・確保都市交通

課題領域Ｂ

【凡例】
○課題領域
A ・行政サービス現場改善にかかる課題
B ・課題の掘り起こしが済み、変革の実行段階にあるもの

・課題の掘り起こしを更に進め、実行段階へ繋げていくもの
C ・将来を見据えて、今から着手しなければならない課題
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④目指す成果 －市民にとって何がどう変わるのか（サービスの質や価値、市民の実感）－

今後、廃止・減便による交通空白の拡大が懸念されるため、既存交通の維持、また、新たな移動
サービスを組み合わせるなどにより、交通空白解消に向けた仕組みを構築すれば、市民が、持続的
に日常生活に必要な移動サービスを享受することができる。

４ 課題

②課題の内容

交通空白を生じさせないため、新たな移動サービスも含めたネットワークの再構築が必要である。

【インパクト：高】 【緊急度：高】①インパクト（政策課題）と緊急度のマトリクス

③課題の背景や現状

①運転手を採用しても定着が難しく、サービス提供に必要な人員の確保が困難。
②コロナ禍以降、公共交通利用者が戻っておらず、収益が悪化。
③燃料費・人件費の高騰、車両・施設設備の老朽化への対応により、事業経費が増加。

課題Ｂ（１）将来にわたる公共交通の維持・確保【政策分野：都市交通】

⑤令和８年度の取組内容（四半期間隔）

（１）公共交通の再構築（リ・デザイン）
・公共交通事業者全体での連携と役割分担に基づく移動手段を提供するため、北九州市が積極的
にリーダーシップを発揮し、事業者間の全体調整を担う。

○公共交通ネットワークの再編
・交通事業者や関係機関等と交通ネットワークの再構築に向けた議論を深化させ、再編の方針を取
りまとめ、「北九州市環境首都総合交通戦略」の改訂に反映する。

○デジタル技術の導入による「交通DX」の推進
・多様化する移動ニーズに対応するため、ＡＩを活用した新たな移動手段の実証運行を実施すると
ともに、予約アプリのデータ等を分析し、タクシーの需給状況を把握し、適正な供給体制の構築に
向けた実証運行を行う。

○運転手の確保
・これまでのバスやタクシーの垣根を超えた人材募集や、自治会のネットワークを活用した「おでか
け交通」の運転手募集に加え、人材確保の裾野を一層広げるため、募集活動エリアの拡大や周知を
強化する。

第4四半期(1～3月）第3四半期（10～12月）第2四半期（7～9月）第1四半期（4～6月）

・地域、交通事業者等と
の協議
・総合交通戦略の改訂
・AIｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ実証実験

・地域、交通事業者等と
の協議
・総合交通戦略取りま
とめ
・AIｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞｼｽﾃﾑ構築
・ﾀｸｼｰ実証運行
・官民連携運転手募集

・地域、交通事業者等と
の協議
・交通施策の検討
・AIｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ等運行計
画策定
・地域人材の募集採用

・地域、交通事業者等と
の協議
・交通施策の方向性と
りまとめ
・AIｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ等ｴﾘｱ選定
・ﾀｸｼｰﾃﾞｰﾀ調査
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